
回答数：７９件

Ｑ１．人事分野でのデータとテクノロジー活用について関心があるか

大いに関心がある 65

まあまあ関心がある 14

あまり関心がない 0

全く関心がない 0

Q２．人事分野でデータやテクノロジーを活用する（したい）主たる目的はどれか（複数回答）

人事業務の高度化と効率化 56
人事情報・人材情報の一元化 54
人事の可視化・見える化 51
生産性向上 39
公平・公正な人事・評価の実現 37
社員満足度の向上 30
人事施策の投資対効果の測定 25
働き方改革 25
社員の業務負荷軽減 24
コストの削減 19
個々の社員への対応強化 19
人員の削減 9
セキュリティの強化 7
その他 3

Q３．現在、人事のどのような領域でデータとテクノロジーを活用しているか（複数回答）

労働時間管理 38
人事業務の効率化 37
給与・人件費管理 31
採用 28
人材育成・教育・キャリア支援 23
適正配置・人事異動 19
組織・人事課題の抽出 18
評価・昇進昇格 17
意識調査・組織診断やモチベーション向上17
パフォーマンス・業績管理 16
生産性向上 13
メンタルヘルス対策 13
組織・人事戦略の立案 12
（各部門に対する）組織・人事の観点からの提言9
人事に関する問合せ対応 9
組織の設計 8
報酬制度の設計 8
等級制度・資格制度の設計 7
評価制度の設計 6
リテンション（社員の離職防止） 5
特に実施していない（もしくは特に必要ない）7
わからない 5
その他 2
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その他：

・タレントマネジメント

・戦略的アプローチへの活用

・事務ミス削減
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その他：

・"データとテクノロジー"の定義が曖昧で回答が難しい。

・テクノロジーがAIのレベルを指すのであれば、

現在活用しているものはない。



Ｑ４．これから、人事のどのような領域で、データとテクノロジーを活用したいと考えているか（複数回答）

適正配置・人事異動 43
人事業務の効率化 42
人材育成・教育・キャリア支援 39
生産性向上 36
組織・人事戦略の立案 35
パフォーマンス・業績管理 33
組織・人事課題の抽出 30
意識調査・組織診断やモチベーション向上23
組織の設計 23
採用 22
（各部門に対する）組織・人事の観点からの提言22
評価・昇進昇格 21
リテンション（社員の離職防止） 21
労働時間管理 19
給与・人件費管理 17
メンタルヘルス対策 13
人事に関する問合せ対応 11
評価制度の設計 10
報酬制度の設計 8
等級制度・資格制度の設計 7
特になし（もしくは特に必要ない） 1
わからない 2
その他 0

Ｑ５．人事データの分析と活用のための人材（データアナリストなど）を社内に配置しているか

専門部署を作っている 2

担当者を置いている 12

外注している 1

特に配置していない 64

わからない 0

Ｑ６．人事のデータ分析と活用を行う上での問題点は何か（複数回答）

データ分析・活用の専門性を有する社員がいない37
データ分析に費やす時間的余裕がない 27
データ分析活用に必要な投資が 27
複合的且つ効率的にデータ分析を行うためのシステム基盤が整っていない15
データ分析は、経営陣もしくは人事部門内で重要視されていない14
データ分析や活用を良しとしない社内の風潮がある14
以前に実施しかけたが、成果が見られず、その後頓挫している13
データ分析を行っても、それに基づく合理的な意思決定が行われない12
何から始めたら良いか、どのような準備が必要か、よくわからない8
データ分析の切り口が、まだよくわからない4
専門知識やノウハウ・技術を持った相談先・外注先がわからない4
特に大きな問題はない 4
その他 3
わからない 0
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以前に実施しかけたが、成果が見られず、その後頓挫している
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その他：

・システム投資のコスト

・材料となるデータそのものが、きれいになっていない

・導入初段階で、現在進行形
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